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「麻
ま

しん」って何？ 

 麻しんは、「はしか」ともいわれ、感染症の一つです。 

 その感染力はとても強く、体育館に１人麻しんの患者がいると、そこにいる全員が麻しんウイルスを吸い込ん

でしまうほどと言われています。 

 

「麻しん」の症状は？ 

 １０～１２日の潜伏期間（症状はないけれど、ウイルスが増えて 

全身に広がる期間）のあと、３８度台の発熱、せき、のどの痛み、 

体がだるいなど、かぜのような症状が４～５日続きます。 

 そのあと、口の中の奥歯の横付近の粘膜に白いぶつぶつ（コプリック 

はんと言われます）ができ始めます。 

このころ、一時的に体温は３７度台くらいになりますが、ほとんどの 

人が翌日から首すじや顔に発しん（赤いぶつぶつ）が出始め、再び３９～４０度台の高熱が３～４日続きます。 

１週間近くの高熱のため、体力が消耗し入院しなければならないこともあります。 

さらに、麻しんは合併症を起こすこともあります。肺炎や脳炎、中耳炎、心筋炎などです。医療が発達した現

代でも、およそ１０００人に1人は命を落とすと言われています。また、感染後約10年後に極めて重症の脳炎

を起こすこともあります 

 

「麻しん」は予防接種が大事！ 

「麻しん」は、2回予防接種を受けていると、ほぼ１００％の免疫力ができると言われています。中学生の皆

さんは、1 歳の時と小学校入学前の 2 回、定期予防接種を受ける機会があります。つまり、確実に 2 回麻しん

の予防接種を受けていれば、麻しんにかかる確率は極めて低いのです。しかし、予防接種を受けることができな

かったり、1回しか受けていない場合は、完全に予防することは難しいのです。 

以前に、麻しんの予防接種が十分できていない時期がありました。 

現在20代～40代の人たちです。今回麻しんに感染したあべのハル 

カスの店員さんも20代です。 

                    おうちの人もいっしょに、麻しんの予防接種を2回受けたか確認 

して                 してみてはどうでしょうか。 

                    海外では、麻しんの予防接種歴がないと入れない国や地域もありま 

す。それくらい、麻しんは注意が必要な感染症なのです。 
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ほけんしつ 

あべのハルカスの店員さんが感染したニュースが出ています 

予防接種は 2回受けていますか？ 
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